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1 はじめに  

ジッパーリ語lには音声・音韻記述に関わる諸問題が存在する（∴ノ宮  

近刊予定）。そもそも音声記述が全く行われていないということもさること  

ながら、プロソディーの中でも高低アクセントやイントネーション といっ  

た要素を記述しないという問題がある。そのため、音声督料に基づき、ジ  

ッパーリ語のプロソディーの特徴を調査する必要がある。なお、ここで諾  

うアクセントは、音韻論的アクセントではなく、音声学的アクセントであ  

る。音声学的アクセントは、城生（2008：127）で定義されているが、音声  

学的な高低アクセントとは、1単語中に複数の頂点が置かれる可能′性があ   

■本調査に際して、日本学術振興会科学研究費補助釦）助成l特別研究鼠墳励僚（ヱい1225）  

「マフラ・セム祖貫昏の再唾」）、及び文部科学者大学院教育改革支援プログラム「新領域開拓  

のための人社系異分野融合型研軌（筑波大学大学院人文社会科学研究科）〝J支援を受けた 

本稿はその成果の一山部である。また、本稿は2008年12月6日に紆都塵嚢大学で開催された  
西アジア言語研究会で行った研究登嚢に加筆修正を施し一た李〕のであるi本楯執贋に聯し、イ  

ンフォーマントのAM氏には大変お他言引こなったし 城生伯太郎先生には音響解析の仕方など  

様々なことについてご教示いただいたく．池田潤先生には研究テーマぴ〕相淡にの一）ていただい  

た。筆者を支えてくださった方々に感謝申し上げる皇 ジッパー リ猶の文献の略号ほ次の通り  

である。JG＝Johnstone（1980），JJ＝Johnstone（1981），NC＝Nakano（1986）（，それ以外に本橋で用  

いる略号は次の通りである｛。Sg．＝単数、du．＝双数、Pl．ニ褐数、m．＝野性、f：＝女性、V＝  

母音。  

†日本学術振興会特別研究員／′筑波大学大学院人文社会科学研便利・一驚制博ヒ裸程  

lジッパー リ語はオマーン国ズファール行政区に分布する現代セム詣である シソ′ミーリ詣  

の言語状況、 音韻体系の詳細は、ニノ宮（近刊予定）を参照   
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り、頂点の置かれない箇所では、麒著な粒音弱化が起きないという特徴を  

有するものである2。本稿と関わる先行研究の内容は次の通りである。  

・Johnstone（1980，1981）は、長短要素、母音の鼻音化、強弱要素を記  

述する3。長い場合／‾／の記号を母音の上に、鼻音化は／～／の記号  

を母音の上に、ストレスの置かれる箇所は、／′／の記号を粒音の上  

に置く。これらの記号は、1杜音の上に共存しない。例えば、「鼻音  

化＋ストレスが置かれる」というような組み合わせ／エ／は、Johnstone   

（1980，1981）においてありえない。ストレス記号はl音節語に置かれ  

る場合と置かれない場合がある。またJohnstone（1981：Xiv）によれば、  

語末の子音は通常無声化する。そして、語末ア・音が／n，m，r，1／の時、  

－hn，Jn，－hm，－，m，－hr，Jr，－hl，Jlのように／h／や／’／という無声了一斉  

が挿入されるという（Johnstone1981：Xiv）。  

・Nakano（1986）は、長短要素、母音の療育化、強弱要項を記述する。  

長い場合／：／の記号を母音の後に、鼻音化は／～ノの紀替を母音の  

上に、ストレスの置かれる箇所は、／′／の記号を母音の上に置く。  

Johnstone（1980，1981）と異なり、これらの記号は、1母音に表記され  

うる。例えば、「鼻音化＋ストレスが隊かれる＋長い＿】というような組  

み合わせ／エ：／が見られる。Nakano（1986）において、たとえl音節  

語であったとしても、ストレス記号が付される。付されない場合、  

それは脱字であると考えられる。またNakano（1986：Vi）によれば、  

ジッパー リ語には、V？という母音の直後に喉頭化を伴う現象がある  

とされており、これはJohnstone（1981）で言われる語末の／n，m，r，l／  

の直前に挿入される／，／に相当する。Nakano（1986：Vi）自身は、？を   

／q／の記号で示す。そして、中野（1998：18）は、Nakano（1986：Vi）の   

2詳細については、城生（2008：132－135）を執乳   

j長短の弁別例、母音の鼻音化の有軌こよる弁別び）例については、（ニノ宮近刊予定）を参照。  
なお、ジッパーリ語の強弱アクセントに関Lて、ストレスが1単語内に複数箇所置かれる場  

合があるという（Johnstone1981：XV）．＿城生（2008：134）によれば、ストレスはl単語内に1箇  

所だけ置かれるという原則があり、第2ストレスを認める場合もあるが、ジッパーリ語♂）例  

が第2 ストレスを認める阜Jのなげ〕かは不明であるという問題がある）ニれは、プロソデイー  

記述を行う上て竜曹な間頓たが、それについては、別稿で論じたいむ   



一山般言語学論叢第11号（2008）  107  

現象を「一種のst＠dtone」であると説明する（以f、本稿では、／O／を  

st8dマーカーと呼ぶ）。  

・Hof如de（1998）は、ジッパーリ語に長短要素、母音の鼻音化、強弱  

要素を認めながらも、それらをほとんど記述しない。  

先行研究は、音韻レベルでの記述が基本であるが、一部の異音は、音声  

レベルで記述される4。   

中野（1998）で取り上げられたst疹dとはデンマーク語の声門閉鎖音のこ  

とである（横山2008：12）。デンマーク語では、声門閉鎖音の有無が弁別自ノ  

役割を果たす（hun［hun］「彼女」：hund【hun？］「犬」）。StOdは声門閉鎖を伺  

うだけでなく、「尻上りに聞こえる」というプロソディー的特徴を有す（横  

山2008：12）。中野（1998：18）がジッパーリ語の／D／を分節音としてだけ  

でなく、tOne としても捉えたのは、プロソディー記述の前進という点で評  

価に値する。しかしそれでも、ノ0／を伴う単語が「尻上りに聞こえる」＝  

高さの上昇というだけでしかない。／0／がない場合、それが下降なのか平  

板なのかといったことは不明である。また、これらの先行研究からだけで  

は、ジッパー リ語の多音節語の高低パタンがどのようになっているのか分  

らない。以上のように、ジッパーリ語のプロソディー記述は、依然として  

不十分である。   

セム語学では、共時的研究にしろ、適時的研究にしろ、分節音寄りの研  

究、中でも子音に特化した研究が多い。ジッパーリ語にも子音に関する問  

題（ニノ宮2008）が残されているが、本稿のようにプロソディー、しかも  

高低アクセントに着目した研究は皆無である。本稿は従来のセム語学では  

欠けていた高低アクセントのプロソディー記述を行い、セム語の共時的研  

究への貢献を目指す。そして、ここで得られたプロソディー情報をもとに、  

上位言語であるマフラ・セム祖語やセム祖語のプロソディーの再建を目指  

し、比較セム語学への還元を果たしたい。  

4詳細は、ニノ宮（近刊予定）を参照。   
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2 目的  

本稿の目的は、ジッパーリ語の1音節語のプロソディーを音響解析し、  

筆者なりにプロソディ…記述を行い、その上で先行研究の記述内容を検討  

することにある。音響解析に際し、ピッチ・時間長・音圧を取り上げる。  

なお、音質についても若干触れるが、参考程度に留める。  

3 方法   

3．1 インフォーマント   

今回協力を得たインフォーマント5は、オマーン国ズファール行政区のカ  

ラ山地で生まれ、現在、同行政区の中心都市であるサラーラで生活してい  

るAM氏である。AM氏は男性で調査時点で40歳であり、言語形成期をカ  

ラ山地で過ごした。カラ山地はジッパーリ語の中心地である。両親ともに  

ジッパー リ語母語話者である。現在AM氏は家庭内でジッパーリ語を使用  

し、仕事場で標準アラビア語を使用する。  

3．ユ 分析資料  

表1：ジッパーリ語の分析資料b  

No．  意味   本稿の表記と先行研究の表記   

口  ‘you（du．），「爵方たち二人」   ［一理，；咄ti（JJ：5）   

2  ‘you（pl．，り，「貴女たち」   【’tE】，tEn（JJ：271）   

3  ‘she，「彼女」   ［■se］，Sれs巳（JJ：220），S蝕仰C：151）   

4  ‘we（du．），「我々二人」   ［■sWe］，喜i（JJ：268）   

5  ‘he，「彼」   ［肘，薫れ羞E（JJ：259），髭h，喜独押C：］   

6  ‘back，「背中」   【tJo：］，営5（JJ：264），喜5：叩C：6）  

5今回の調査でジッパーリ語話者2名と知り合うことができた。。中でもAM氏は声質がよく  
大変協力的で自分の言語に誇りを持っており、良質のインフォーマントであると判断したの  

で、AM氏のみに録音の協力を仰いだ。   

b本稿の表記は、‖に入れたIPAによるものである。   
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7  ‘goat，「山羊」   ［■叫1，山喜（JJ：273）   

8  ‘one（け「一」   ［JFit＝it（JJ：274），！et（NC：145）   

9  骨omyou（Sg．，m．），「貴方から」  頼疋kh］   

10  ‘talk，「話し」   ［■k？恥k〇主（JJ：131）   

円  竹omher，「彼女から」   頼記S］   

12  ‘six（け「六」   ［lJet］，歪孟t（JJ：264），善gt（NC：145）   

13  ‘you（Sg．，り，「貴女」   ［七itJ，hitりJ：99），hit即C：151）   

14  ‘hair，「髪」   匝f〕，貞〇r（JJ：246），女好叩C：3）   

15  ‘house，「家」   ［lbot］，bot（JJ：32），b60t（NC：25）   

16  ‘again，「再び」   【－zet］，Z岳d（JJ：321）   

17  ‘dream，「夢」   【■hu叫］，bum（JJ：110）   

田  ‘hegotup，「彼が起きた」   【一9ueヰ】，〔e貞貞（JJ：17），一点貞（NC：30）   

19  ‘razor，「剃刀」   【’m呵，muS（JJ：174），m5：S（NC：34）   

20  ‘head，「頭」   【一re夢Lrg営（JJ：201），r鐙善OqC：1）   

21  ‘mon仙，「月」   【b（X］，5rx（JJ：292），’5rx（NC：143）   

22  ‘your（sg．，m．）house’  【’0：tk】，’5：也仰C：160）   

「貴方の家」  

23  ‘themonth，「その月」   相川い：m（’JG：68）   

24  ‘1ightofsun，「太陽光線」   ［一sW叫，宮um（JJ：267），gか仰C：105）   

25  Ⅶve（m．），「五」   【－x6椚，X6喜（JJ：302）   

26  ‘belly，「腹」   ［一丁ofl】，営うぬ1（丑260），営5bl（NC：7）   

27  ‘thier，「盗人」   膵r札差叫（JJ：263）   

28  ‘date，「ナツメヤシ」   囲嘩］，伯r（JJ：271）   

29  ‘six（m．），「六」   仲et］，凱∂t（JJ：264）   

30  ‘mpit，「脇の下」   【淋〇t】，営x〇t（JJ：264）   

3l  ‘tribe，「民」   ［一品1t］，印t（JJ：140），qi：1t（NC‥52）   

32  ‘money（Sg．），「お金」   匪e：rG］，kEr宮（JJ：150）   

33  ‘span，「スパン」   西燕］，詑ー印：245）   

34  ‘he蝕ished，「彼が終えた」   r一触k］，鈷〇k（JJ：63）   

35  ‘you（Sg．，m．）魚nished’   ［悔k「k】，氏〇k－k（JJ：63，XVii）  
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「貴方が終えた」  

36  ‘witness，「証拠」   ［触odt］，孟6hud（JG：67）   

37  ‘clo也es，「衣服」   ［lksbt2t］，ksbgt（JJ：163），kesb良Ot（NC：13）   

38  ‘medicine，「薬」   【’d）irt］，dit（JJ：43），df：t（NC：43）   

39  ‘pigeon，「鳩」   ［一肌：nt］，b8t（JJ：111），h畠：t（NC：118）   

40  ‘糾m，「歯茎」   【lJbo：t］，馳〇t（JJ：260）   

41  ‘seven（け「七」   ［lか：孤】，喜6’（JJ：259），善6：r（NC：145）   

42  ‘market，「市場」   ［’suq］，Suk（JJ：232），Sd：qPC：53）   

43  ‘you（S臥m．），「貴方」   ［－het〕，h扇（JJ：99），h岳t（NC：151）   

44  ‘honey，「蜂蜜」   ［一debn，dsb営（JJ：34）   

45  ‘ice，「氷」   ［’0£1kり，主alg（JJ：28恥主elg（NC：105）   

46  ‘Saturday，「土曜日」   ［一sebt］，Sabt（JJ：222），S畠bt（NC：144）   

47  ‘血efl，「窃盗」   【■Je呵，詑鴫（JJ：263）   

48  愉rearm，「前腕」   【■zent］，Zand（JJ：320）   

49  ‘snake，「蛇」   【一YOlt】，如It，釦血（JJ：85），g5出et（NC：119）   

50  ‘vein，「静脈」   ［触吼一叫（JJ：15）   

51  ‘two（m．），「二」   ［t8r〇】，打Oh（JJ：285）   

52  ‘1unch，「昼食」   押0】，蝕）’（JJ：6恥鮎○（NC：17）   

53  ‘hecutasilver，  【－n払？］，nfbl（JJ：182）   

「彼が銀を切断する」  

54  ‘cup，「カップ」   【lkop】，kub（JJ：138）   

55  ‘Ⅰ，「私」   ［lci？］，hiO（JJ：93），he（NC：151）   

56  ‘触h¢r，「父」   囲p】   

57  竹om，「から」   【’ki叫，ken（JJ：132）   

58  ‘sugar，「砂糖」   【－sklぉ？g】，Skgぐ）r（JJ：227），Sk訂r（NC：18）   

59  ‘gla5S，「ガラス」   ［－z萄モ硯，Zg〇g（JJ：316），Zg相即C：38）   

3．3 録音   

今回の調査データは、2008年7月25日から8月11日にオマーン国ズフ  

ァール行政区の中心都市であるサラーラで得たものである。録音は静穏な   
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部屋で行った。録音機EdiroIR－09HR（Roland製）にダイナミックマイクロ  

フォンSM58SE（Shure製）を接続、Wave形式にてファイル化した。サンプ  

リング・レートは放り込み時点で44．1肋、量子化16bit、モノラル録音を  

行った。   

インフォーマントにはあらかじめ英語で書かれた単語を見せ、その単語・  

の意味を正しく理解しているかどうかを確認した。その上で、ジッパーリ  

語の発話をしてもらった。録音は単語およびキャリアセンテンスを用いた  

文で行った。キャリアセンテンスに用いた文は6enu（m．）M，∂inu  

（fl）－，ibenu（pl．）M「これは  です」である。  

3．4 音響資料の解析方法   

録音された分析資料はコンピュータに取り込み、SyntrilliumSo允ware社  

製のCooIEdit2000上で編集し、サンプリングレート44．1kHz、量子化16bit、  

モノラルでWaveファイル化した。解析は、Kay社製のMulti－Speech（Ver．2．5）  

で行った。   

ピッチの最′J、値・最大値・中央値・標準偏差を算出するにあたって、  

Multi－SpeechのPitchContourで描いたピッチのStatisticsを利用した。ピッ  

チの時間長は、原波形の情報を軸に、スペクトログラムパタン・音圧曲線  

の情報を加味しながら特定した。そして、ピッチと時間長を個別に扱うの  

ではなく、ピッチの傾き7に着目するため、ピッチの変化点がある平板下降  

型の場合、Multi－SpeechのNumericalResultsによって、平板部分のピッチ  

データと下降部分のピッチデータを各々算出した。そして、それらのデー  

タをExce12003SP（MicrosoftO魚ce社製）に入力し、各統計データを算出し  

た。また、母音に有声子音が隣接する場合も、母音部分のピッチデ←タを  

NumericalResultsによって算出し、Exce12003SPを利用して、各統計デー   

7傾きの重要性について、城生（2001：430－431）が次のように述べる。「脊響的に求められた  

周波数の高低差は必ずしも言語音の認知レベルにおける高低差とは1対l対応をしない。‥・  

すなわち、物量量としては等量の周波数が発生したとしても、‥・ ニれが短時間で逆行され  

たのか、‥・長時間を要して遂行されたのかによって、知覚レベルでは異なってくる。従っ  

て、このような知覚レベルにおける格差を是正するために本稿では時間長というパラメータ  

を取り込んで、‥・「傾き」という概念を得てこれに対処している」（．   
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タを算出した。なお解析の際のスケールとして、横軸の時間長の幅は  

1000msec、縦軸の周波数の幅は50－350Hzであった。   

音圧曲線はMulti－SpeechのEnergyContourで描かせた。なお解析の際の  

スケールとして、横軸の時間長の幅は1000msec、縦軸の音庄の幅は30－80dB  

であった。  

4 結果   

4．1 ピッチ曲線   

Multi－SpeechのPitchContourで描いたピッチ曲線を目視によって分類し  

た。その結果、単純下降（下降のみ）、平板‾F降（平板の後、下降）、平板、  

上昇の4つに分類することができた。これらは、物理的なピッチの落差を  

軸に分類したものであるが、最終的に筆者の認知を反映させた記述結果を  

示す。  

4．エ ビッチと時間長   

ピッチの最小値・最大値・標準偏差・時間長・傾きの値を以下の衷2に  

提示する。全体的なピッチとして中央値を、変化の大きさを表す指標とし  

て標準偏差をそれぞれ計測した。ピッチの傾きは、ピッチの最大値一最小値  

の値をピッチ部分の時間長で割ることによって、算出したt。  

衷2：ピッチの単純下降例  

No．  音声表記   最小値一風太値  中央値  標準偏差  時間畏   傾き   

口  押i】   121－153．Hz  146Hz  14．6   82msec  0．39   

2  〔叫   104－136Hz  lユOHz  11．3   85msec  0．37   

3  ［tse】   116－162Hz  138Hz  18．6   94msec  0．48   

4  〔－sWe】   147－176Hz  172Hz  13．9   82msec  0．35   

5  t■Je】   123－163Hz  142Hz  17．4   10lmsec  0．39   

6  rlJo：】   99－158Hz   127Hz  1臥6   259msec  0．22   

7  【Ⅰ叫］   129－168Hz  155Hz  15．7   67msec  0．58  



一般書語学論箪第11号（2008）  113  

8  ［■t叫   117一  139Hz  14．8   73msec  0．48   

9  ［蘭疲h】   116－165Hz  140日z  15．6   94msec  0．52   

10  【一k98］   ‖5－151Hz  138Hz  14．7   99msec  0．36   

皿  ［■豆記S］   10ト154Hz  122Hz  18．0   97msec  0．54   

12  【】Jet】   129－154Hz  152Hz  1l．0   100msec  0．25   

四  ［■9叫   123－157Hz  150Hz  15．3   72msec  0．47   

14  【－‡〇q   127－168Hz  151Hz  i5．0   83msec  0．49   

15  ［’bot］   115－142Hz  132Hz  12．4   66msec  0．40   

16  【暮zet］   11ト150Hz  131Hz  14．8   100msec  0．39   

17  r■hu叫］   12ト156Hz  147Hz  15．3   84msec  0．42   

田  ［●9ueI】   132－160Hz  150Hz  ll．9   78msec  0．36   

19  t－m6s］   114－155Hz  11lmsec  0．36  

20  【■re夢j  114－147Hz  0．46  

2l  【l〇rX］  119－144Hz  8ユmsec  0．30   

22  ［■0叫  108－158Hz   274nlSeC  0，18   

23  ［■？：m】   99蠣136日z   120Hz  】0．4   203r！1SeC  0．18   

24  〔－sW叫］   112－168Hz  147日z  2l．3   239nlSeC  0．23   

25  ［一Ⅹ瑚   108－168Hz  151Hz  25qmsec  

2（5  ［1Jo明   138Hz   69nlSeC   

27  【輝kl   124－152Hz  79msec  

28  ［lt缶：？〔】  99－164Hz  147日z   245msec   

29  仲et】  15l－Ⅰ74Hz   67msec  0．34   

30  tIJxot】   121－160Hz  149Hz  16．0   80msec  0．49   

31  ［l疏1t］   105－165Hz  135Hz  2l．3   192msec  0．31   

32  悍e：r¢］   108－175Hz  142Hz  23．5   233msec  0．29   

33  匝：？g］   102－148Hz  132Hz  17．l   193msec  0．24   

34  ［■鮎k】   147－174Hz  165日z  9．2   

35  【’鮎klk】   14ト182Hz  166Hz  16．2   

36  【触odt】   130－152Hz  147日z  9．7   

37  ［－ksb叫   115－144Hz  130H．z  1l．3   90msec  0．30            69msec  0．59            74msec  0．30            89msec  0．33  
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中央値の平均は142Hz、標準偏差の平均は14．9、傾きの平均は0．37であ  

った。  

表3：ピッチの平板下降例  

下降部分の中央値の平均は121Hz、標準偏差の平均は15．9Hz、傾きの平  

均は0．32であった。平板部分の中央値の平均は144Hz、標準偏差の平均は  

1．6であった。平板部分と下降部分を足したピッチの中央値の平均は138Hz、  
標準偏差の平均は16．5、傾きの平均は0．21であった。  

表4：ピッチの平板例  

No．  音声表記   最小値一最大値  中央値  標準偏差  時間長  傾き   

42  ［■suq］   163・165Hヱ  163Hz  0．9   63msec  0．03   

43  ［■het］   113－125Hz  124Hz  5．3   95msec  0．12   

44  ［ldeⅦ   132－143Hz  140Hz  4．9   77n鳩eC  0．14   

45  【伽1豆］   14ト143Hヱ  141Hz  0．8   84msec  0．02   

46  ［ls6bt】   130－137Hz  133Hz  2．8   74m5eC  0．09  
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47  【匝k’】   135－139Hz  137Hz  1．9   85msec  0．04   

48  ［－zent］   132－146Hz  140Hz  4．5   98msec  0，14   

49  ［一YO呵   133－141Hz  ‡40Hz  3．7   63msec  0．12   

50  r■i加豆’1   129－135Hz  133Hz  2．3   83msec  0．07   

51  四0］   120－122Hz  121Hz  1．4   44msec  0．38   

52  〔－or01   135－137Hz  136Hz  1．1   66msec  0．03   

53  【tn払？］   156－159Hz  158Hz  l．4   60msec  0．05  

中央値の平均は139Hz、標準偏差の平均は2．6、傾きの平均は0．10であ  

った。  

表5：ピッチの上昇例  

No．  音声表記   最小値一最大値  中央値    時間長  傾き   

54  ［－kop】   160－173Hz  70msec  0．18   

55  ［19i？1  137－147Hz   64msec  0．16   

56  r－i？p】   134－162Hz  155Hz  12．】   80msec  0．35   

57  ［■血n］   176－213Hz  188Hz  19．0   71msec  0．52   

58  【一skj嘩］   1＝36－143Hz  140Hz  5．0   30msec  0．23   

59  r，z萄t覇   146－163Hz  155Hz  8．7   42msec  0．40  

中央値の平均は153Hz、標準偏差の平均は9．7、傾きの平均は0．31であ  

った。  

4．3 音圧曲線   

Multi－SpeechのEnergy Contourで描いた音圧曲線を目視した。当初細か  

く音圧曲線を見ていたが、それでは複雑すぎて分類できなかった。試行錯  

誤の末、以下の4つに分類した（数値化による傾きの計測は別稿で行う）。   
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・母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて急激に上昇  

し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて大きく下  

がるパタン。  

・母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて急激に上昇  

し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて緩やかに  

下降するパタン。  

・母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて緩やかに上  

昇し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて大きく  

下がるパタン。  

・母音定常部直前の底辺から母音定常部の出だしにかけて緩やかに上  

昇し、母音定常部の終端から母音定常部直後の底辺にかけて緩やか  

に下降するパタンである。  

上の第1のパタンは↑↓ と、第2のパタンは↑虻 と、第3のパタンは  

刀↓ と、第4のパタンは刀ゝ と記述する。以下に音圧曲線のパタンの例  

を示すが、図1は↑↓パタン、図2は↑ゝパタン、図3は刀↓パタン、図4  

は刀ゝパタンの例である。  

図1：No．13【嶺t］  図2：No．11【－kl£S】   
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図4：No．25【■Ⅹ6：J’］   図3：No．37［lksb叫  

以下、目視による分類結果を示す。   

・↑↓パタン：1【叫／2［叫／8臍t］／9「振kh】／13［榊／22［一0：tk】／28   

［旭：？f］／29［lstet］／43［’het］／56［Ji？p］／57押i？n］・  

・↑虻パタン：7［lt哺／10［一k90］／11［l臨s］／19［Lm6s］／20［一re夢］／21［●〇fX】／   

23［1？：rX】／31［lki’i：1t］／32［Jk？e：［¢］／44［［debn／54［Ikop］．  

・刀↓パタン：4［■sWe］／5［．Je］／6［■Jo：】／12［■Jet］／15［lbot］／16［［zet］／35   

［Jfbk「k］／37［■ksb？t］／40［■jbo：t］／42［Jsuq］／47［JJe可／53［lnfo？］／55   

［－9i？］／58［●skj嘩］／59［－z萄覇】．  

・オゝパタン：3［－se］／14［－I〇q／17匝Ⅶり】／18押eヰ］／24［●sW叫I］／25［－Ⅹ6椚   

／26［lJo且］／27［lJirk’］／30［［Jx3t］／33［’1e：？r］／34［lfbk］／36［（4hodt］／38  

［肋］／39［帆：nt】／41日u偽］／45［伽1豆］／46［ts叫／48［－zent］／49   

［1YOlt］／50押∬㌔］／51［伽〇】／52押0］．  

5 考察   

ピッチの落差が物理的に大きくとも、即ち、標準偏差が大きくとも、そ  

の傾きが大きいか小さいかによって、ピッチの認知の仕方は異なる。聞き  

手は傾きの大きい事例に対して大きな落差を感じ、相対的に、傾きの小さ  

い事例にはそれほどピッチの落差を感じない。即ち、No．6【■Jo：］（傾き0．22）、  

No．22［】0眈］（傾き0．18）などは、No．3【－se】（傾き0・48）、No・11［l貼s】（傾き   
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0．54）などよりピッチの落差を感じないことになる。ただし、筆者自身は  

No．6やNo．8のような事例に対し、ピッチの大きな下降を感じなくとも、  

音圧が母音という頂点を経た後弱くなっており、そこにピッチの下降を聞  

きとった。表4平板における「母音＋有声子音」という事例押0．44－50）に  

おいて、ピッチの傾きは小さいものの、下降が聞きとられた。また、傾き  

の大きなものであっても、時間長が短かければ、ピッチの変化を聞き取る  

ことはできないだろう。表4のNo．59は時間長が極端に短く、ピッチの落  

差を感じなかった。ピッチと音環境に着日すると、表5の上昇に特徴が見  

られる。上昇の例は単純下降・平板下降・平板の例と異なり、母音の直後  

が無声子音となっている。No．54はb】、No．55－58は［？］、No．59は同で  

ある。ピッチと母音の時間長に着目すると、表3の平板下降は長母音のみ  

であった。平板部分と下降部分とでは、下降部分の方が長かった。   

次に音圧に着目する。本稿はl音節語であったとしても、音声学的にス  

トレスが置かれるので、全ての事例にストレス記号を付した。ストレスの  

置かれた［a］の事例として、No．34［．fbk］やNo．35［［fbk「k】があった8。ま  

た、［∂】に近いものとして、【℃］のNo．37［－ksb叫や【廿］のNo．59［■z萄t研が  

あった9。   

以上を踏まえ、高低アクセントを含めたプロソディー記述の結果を示し  

たい。そのためのガイドラインを提示する。これは記述者の母語干渉を受  

けた記述結果である。即ち、日本語母語話者である筆者なりの見解である  

が、ジッパー リ語母語話者の見解については今後示す予定である。第1に、  

ピッチの傾きは小さいものの、「母音＋有声子音」という事例（下0．44t50）は  

下降として記述する。第2に、傾きが大きなものであっても、時間長が短  

かければ、平板として記述する。第3に、本稿では暫定的に高さを高と低  

の2段階に分けて記述する。多音節語の記述をする際に、改めて何段階の  

高さを設定すればよいか問い直す。なお記述結果は付録に提示する。   

象No．34［悔k］のFlは610Hヱで、F2は1310Hzであった。No．35rIfbklk］のFlは550Hzで、  

F2は1230Hzであった。   

9No．37［．ksbt！t］のFlは650Hzで、F2は1600Hヱであった。No．59［lz萄t初のFlは320Hzで、  

F2は1280Hzであった。   
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‘先行研究の記述内容の検討  

先行研究の記述について2点検討したい。第1に、Johnstone（1981）の1  

音節語の事例において、ストレス記号のあるものとないもの10とで、どの  

ような違いがあるのかを検討する。第2に、Nakano（1986）のstgdマーカ  

ーが付される事例が本稿でもピッチの上昇として反映されているかを検討  

する。   

第1として、以下、ストレス記号のあるものとないものをまとめる。   

・ストレス記号あり：1［ljhi］（9tf，tf）／12［一丁et］（ut）／16［Izet］（z6d）／20   

［lre夢］（r菰）／21［l〇rX】（5rx）／27［tJirk’］（誰咋）／37［lksb叫（ksbtt）／38［ld叫  

（dft）／55［．＄i？］（hi（’））／58［■sk鹿？d（Sk貞ぐ）r）．  

・ストレス記号なし：2［LtE】（ten）／3［一se］（Seh，Se）／4［’sWe］（gi）／5［’jle］（詑h，  

蓋£）／7［霊叫］（tug）／8［lmt］（tit）／10［一k90］（k〇i）／13［．qit］mit）／14［．bf］  

（畠〇f）／15［lbot］（bot）／17［’hⅦり］（bum）／18［lTOeI］（ee貞孟）／19［一m6s］（mus）／  

24［lsW叫］（如m）／29［．jtet】（喜t∂t）／30［）jk〇t］（喜x〇t）／32［lk’e：r6］炬rg）／34  

［■fbk］（fbk）／40［一jbo可（馳〇t）／42［．suq］（Suk）／43［lhet］OICt）／44［一debn   

（dd適）／45［10el豆】仕alg）／46［lsebt］（Sabt）／47［●Je呵（誌咋）／48［．zent］   

（Zand）／49［．YOlt］（gult，如it）／50［．9Grki〕（＜ark）／51［10r〇］（yoh）／52四0］   

（fgo，）／53［Jnfb？］（nfbl）／54［一kop］（kub）／57［■ki？n］（ken）／59［lz萄頑〕  

（Zg〇g）．  

音圧パタンに着目し、上の事例を音圧パタンごと（4．3節）に分類した。  

その結果、ほとんどのものは、上昇あるいは下降に急激さを伴うものであ  

った。Jo血stoneは、急激上昇あるいは急激下降のあるものに対し、ストレ  

ス記号をふった可能性があるが、Jo血stone（1981）においてストレス記号の  

付されていないものにも、↓という急激下降があり、本稿の音圧分類から  

だけではJolmstone（1981）のストレス記号の有無の要因が特定できない。  

10Jolmstone（1981）に記載されていないもの、Johnstone（1981）において長母音あるいは鼻音  

化しているものは、排除したリ   
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次に、ピッチの型（表2、表3、表4、表5）ごとに分類した。その結果、  

ほとんどのものは下降であった（単純下降はNo．1，12，16、20，21，27、37、平  

板下降はNo．38）。No．55［l＄i？］（hi（，）），No．58［Jskj紀？f］（SkgOr）は、隣接する【？］、  

即ちst8dの影響によって、下降が上向きに転じたと思われる。下降事例の  

ピッチの傾きに着日すると、表2の単純下降の傾き平均0．37以上のものは、  

No．1［）jhi］の0．39、No．16［lzet］の0．39、No．20［Lre？］の0．46だけであった。  

Johnstone（1981）においてストレス記号の付されていないものにも下降の  

事例は存在し、さらにストレス記号の付されていないものの方に、下降の  

傾きの値の大きなものがある。例えば、No．3［－se］（傾き0．48。Sれs£）、No．14  

［ヰ〇q（傾き0．49。由りである。   

次に、音質差に着目する。Johnstone（1981）を見たところ、前寄りの母音  

にストレス記号が振られる傾向がある。ストレス記号が付された例を見る  

と、No．21［I〇rX】（5Ⅸ）を除いて全て、前寄りの母音の事例であった。No．21  

にしても、No．23［■p汀Ⅹ】（〇：m）との対比を強調するために、ストレス記号が  

付された可能性がある。   

ストレス記号の有無の要因を音圧、ピッチ、母音の質で総合的に判断す  

る。判断のために、（1）ストレス記号が付される例について、「音圧パタン  

に急激な上昇あるいは下降がなくとも、ピッチが下降であれば、また母音  

の質が前寄りのものであれば、ストレス記号が付される」かを検討し、（2）  

ストレス記号が付されない例について、「音圧パタンに急激な上昇あるいは  

下降があっても、ピッチが下降しなければ、あるいは母音の質が後寄りの  

ものであれば、ストレス記号が付されない」かを検討する。検討した結果、  

（1）については、全ての事例で説明がついた。（2）は、No，2，4，5，8，13，32に  

おいて説明がつかなかった。即ち、この6つの例は「音圧パタンに急激な  

上昇あるいは下降がある上、ピッチが下降しないことはなく、また母晋の  

質が後寄りのものでもない」であった。以上から、JohれStOne（1981）では、  

音圧だけでなく、ピッチや音圧を考慮に入れられて、ストレス記号が付さ  

れたと言ってもよいであろう。Johnstoneの母語は英語であり、その母語に  

おける強弱アクセントの影響がジッパーリ語のプロソディーの表記に反映  

されたものと示唆できる。   
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第2点として、Nakan0（1986）のstgdマーカーの事例を見る。以下、Stgd  

マーカーが付されたものをまとめる。  

・St8dマーカーのあるもの：15［Lbot］（b60t）／24［IsW叫］（g6O）／37［lksbt2t］   

（kesbaOt）／52岬0］（郁0）／58［lskj嘩】（SkaOr）／59［．z萄頑］（zg5Og）．  

s也dマーカーがピッチの上昇と関連すると推察される事例は、No．58，59  

であった。ただし上昇だけでなく、No．52のような傾きが小さい事例にも  

S也dマーカーが見られた。上昇だけでなく、平板もst8dマーカーの記述範  

囲内である可能性がある。ただし、S拍dマーカーがあっても、No．15，24，37  

のように下降事例であったり、またst8dマーカーがなくとも、No．57［l郎］  

（he）のように平板であったりする。音圧との関連性を見ると、上のNo．15、  

24，37，52，58，59の事例は、音圧パタンに緩やかな上昇（刀）を伴う。しか  

し、St8dマーカーのないもの多くにも、緩やかな上昇（刀）があり、あまり  

説明がつかない。以上から、St8dマーカーはピッチの上昇、あるいは平板  

と関連する傾向性があるものの、それに反する事例もあった。そして、そ  

の反する事例を音圧曲線から説明しようと試みたが、できなかった。中野  

の母語は日本語であり、その母語における高低アクセントの影響がジッパ  

ーリ語のプロソディーの表記に反映されたものと示唆できる。   

最後に、記述研究における「記述」の意味を問い直したい。これはすぐ  

に答えることのできない問題である。記述が行われる場合、記述者の「耳」  

が記述判断となる。日本語母語話者の「耳」、英語母語話者の「耳」、そし  

てネイティブスピーカーの「耳」は、多くの場合、一致しない。ここで言  

う記述は調音音声学的記述であるが、記述のあり方として、調音音声学的  

基準だけでなく、他にも様々な基準があるのではないだろうか。例えば、  

音響音声学的基準、聴覚音声学的基準である。本稿の記述は、音響音声学  

的基準を中心に調音音声学的基準を加味した結果であったが、そこには、  

聴覚音声学的基準が設けられていなかった。将来的に聴覚音声学的基準に  

よる記述が必要であろう。   
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7 おわりに  

本稿の目的は、ジッパーリ語の1音節語のプロソディ｝を音響解析し、  

筆者なりにプロソディー記述を行い、その上で、先行研究の記述内容を検  

討することにあった。ピッチ、音圧、時間長といった要素を解析し、記述  

の結果を付録に示した。先行研究の記述内容について、Johnstone（1981）で  

は、音圧だけでなく、ピッチや音圧を考慮に入れて、ストレス記号がふら  

れていたと思われる。例外が僅かに見られたが、Johnstone（1981）のストレ  

ス記号の有無の要因には傾向性があると言えよう。Nakano（1986）は、ピ  

ッチの上昇ということを考慮に入れて、S吻dマーカーを付したと思われる。  

これについては、Johnstone（1981）のストレス記号の有無の場合ほど、傾向  

性が得られなかった。   

今後、フォルマントの解析を行ったり、音圧の傾きを音響解析する予定  

である。また、ジッパーリ語母語話者が高低アクセントをどのように聞く  

のかを、聴取実験等によって調査する。さらに、今回、高低の段階差とし  

て暫定的に高と低の2段階に分けて記述したが、多音節語の記述をする際  

に、改めて何段階設定すればよいか問い直したい。  
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●● AprosodicdescrlPt10nOf  

One－Sy11ablewordsinJibbali  

ThkashiNINOMIYA  

Thispqperdescribedtheprosodyofone－SyllablewordsinJibbali．Ianalyzed  

thepitch，duration，andintensityasprOSOdy，uSingthemethodofacousticphonet－  

ics．Astopitch，Ifbcusedontherange，median，Standarddeviation，andslopeof  

Pitch．TheresulteddescrlPtlOnissummarisedintheappendix．   

Iexaminedthereasonsfbrtheexistenceandnon－eXistenceofthestressmarker  

／ 

result，IhavefbundoutthatthestressmarkerinJohnstone（1981）probablyre－  

flectednotonlylntenSltybutalsopitchandvowel－quality．Thestf，dmarkerin  

Nakan0（1986）wascausednotonlybytherisingpitchbutalsobytheleveland  

fallingpitch．  

鮎∫eα化力爪ヲ〃owqr伽々ロ〃助cおαカr班eP和椚0〟0〃扉一助ge〃Ce  

βocわ和才P和grα∽如上鹿川′〟reα〃dエ血卵油如  

こ崩v椚砂げ乃〟血占α  

才一ノーJ乃〃㈲血ち乃〟血ね乃α用たりロゴ－βJ7L桓馴  

ふ椚αfJご∫銅jβ肘2＠払加払∂α．αCこ加   
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